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研究成果の概要（和文）：テレワークや自動運転車の普及などによって多様化が進む日々の活動や交通行動を予
測・分析するための様々な分析手法の構築を行った．この結果，テレワークが進むと，曜日ごとの通勤交通量が
異なることや買い物や外食が減少する一方で仕事や家族団らんの時間が増加することが示された．また，自動運
転車は普及開始から20年ほどで，8割の自家用車が自動運転車となること，自動運転タクシーより自家用自動運
転車としての普及が大きいことが示された．その他，自動運転車の普及により，車両間の協調的な走行によって
交差点における交通流を制御でき，信号による制御よりも効率が高まること等が示された．

研究成果の概要（英文）：This research project established various analysis methods for predicting 
and analyzing daily activities and traffic behavior, which are becoming more diversified due to the 
spread of telecommuting and autonomous vehicles. As a result, it was shown that as a telecommuting 
spread, commuting traffic varies by day of the week, shopping and eating out decrease, but work and 
family reunion time increase. It was also shown that 80% of private vehicles will be autonomous 
vehicles in about 20 years from the start of their spreading, and that household-owned autonomous 
vehicles will be more popular than autonomous taxis. In addition, it was shown that with the spread 
of autonomous vehicles, it becomes possible to control traffic flow at intersections through 
cooperative driving between vehicles, which is more efficient than control using traffic signals.

研究分野： 交通計画

キーワード： 交通需要予測　交通行動分析　交通量配分　交通シミュレーション

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
多様化が進む社会活動や実用化が進む新たなモビリティ―を背景に，交通量の発生から配分までを単純なモデル
で評価し，平日と休日の行動の違いに焦点を当てた従来の交通計画手法は見直しが必要である．本研究では，そ
のような社会における，社会活動，居住地，交通需要，交通行動を予測する数理モデルを構築した．また，自動
運転車の普及予測や交通流を評価するシミュレータを開発し，様々な分析を行った．これらの研究から，多くの
学術的意義の高い研究成果が得られた．また，これからの交通計画における交通需要予測法やモビリティの運用
方法を提案できたことは社会的意義が高い．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 テレワークなどの柔軟な働き方，高齢者の社会進出，自動運転車サービスによる子供の自動車
移動など，日々の活動や交通行動は多様化していく．この結果，居住地の分散や交通需要の増加
が生じ，加えて自動運転車による新たな交通管理が可能となる．そのような中で，コンパクトな
都市の実現可能性や中山間地域の持続可能性，それらのための都市交通システムの有効性が評
価できる，新しい都市活動・交通シミュレーション技術の開発が必要である． 
 
２．研究の目的 
 テレワークが普及した際の，市民の活動の変化や居住地変更を分析し，将来の都市活動の動向
を予測する．また，居住地選択のような長期的意思決定，交通手段選択のような短期的意思決定
などのモデル化を行い，新たな交通サービスが提供された場合の居住地分布や交通行動の変化
を把握する手法を開発する．さらに，自動運転車の普及予測や自動運転車によって構成される交
通流の管理方法を評価できるシミュレータを構築し，将来の交通状況の変化を予測する． 
 
３．研究の方法 
 本研究は，以下の 5 つの項目について実施する． 
（１）テレワークの普及に伴う，将来の社会活動変化の予測 
（２）新たな交通サービスが提供された場合の居住地・交通行動予測モデルの構築 
（３）自動運転車の普及予測モデルの構築 
（４）ミクロシミュレータの構築と自動運転車による交通流の制御モデルの構築 
（５）より精緻な交通管理に資する交通移動体データの解析モデルの構築 
 
４．研究成果 
（１）テレワークの普及に伴う，将来の社会活動変化の予測 
 テレワークの普及が日々の活動に与える影響を把握するため，2020 年 11 月に Web アンケー
ト調査を実施した．得られたデータを分析することで，テレワーク実施日や通勤日が不均一に分
布することや（図１），テレワーク実施可能な条件，テレワークの希望日数と職場で許容される
日数の差異とその要因などについての多くの知見を得た．また，テレワーク実施日と勤務先への
通勤日の活動内容と時間を，回答の相関と不確実性を考慮した離散連続モデルによりモデル化
した．これを用いて分析したオフィスへの通勤頻度（5-テレワーク頻度）と活動時間の関係より，
テレワーク頻度が増加すると買い物や外食の活動時間は減少するが，仕事時間や家族団らんの
時間は増加することが示されるなど（図２），交通計画の入力情報として重要な知見が得られた． 
（２）新たな交通サービスが提供された場合の居住地・交通行動予測モデル 
 本研究では新たな交通サービスとして，鉄道と自動運転車を取り上げた．まず，2011 年に名
古屋市で開業したあおなみ線および地下鉄名城線東側区間について，PT 調査データを用い，開
業前後の居住者特性の変化を DID モデル（Difference-in-difference）を構築した．これによる
分析の結果，従来からの居住者特性によって地域住民の変化が異なること等が示された． 
 自動運転車サービスの提供による交通行動変化については，自動運転タクシーが利用可能な
状況に置行ける行動変化についてのアンケート調査を名古屋市周辺で実施した．その後，得られ
たデータを用い，交通手段選択モデルを構築し，それを内生化した交通均衡配分モデルを構築し
た．名古屋市周辺の交通ネットワークに適用し，様々な自動運転車専用レーンが設置された場合
の自動運転タクシーや従来の交通サービスの需要量の変化を分析した（図３） 
（３）自動運転車の普及予測モデル 
 自動運転車の普及形態には，自家用自動運転車と自動運転タクシーが想定できるが，どのよう
な形態で，またどの程度の速度で普及が進むかについては十分な知見が得られていない．そこで，
自動運転車の保有形態と利用についてのアンケート調査を 2022 年に実施した．得られたデータ
から，保有形態と利用距離に関する離散連続モデルを構築した．さらに，自動運転車と手動運転
車が混在する交通状況を扱う均衡配分モデルを構築し，交通状況と保有・利用行動との相互影響
を考慮して，自動運転車の普及予測を行った．分析の結果から，普及から 20年ほどで 8割の自
家用車が自動運転車となること，自動運転タクシーより自家用自動運転車としての普及が大き
いことが示された（図４，図５）． 
（４）ミクロシミュレータの構築と自動運転車による交通流の制御モデルの構築 
 自動運転車が普及すると，交差点における交通流の制御について，従来の信号制御によらない
新たな制御が可能となる．本研究では，交差点での進路が交錯しない車両群を同時に流入させる，
より簡便な制御方法を提案した．また，既存の交差点に設置されている右折レーンの活用や，交
差点に進入させる車両グループ（世代）の更新についても提案し，セルラーオートマトンによる
マイクロシミュレータを開発してその効果を検証した．この結果，車両グループの更新の効果は
非常に高く，従来の信号交差点よりも総旅行時間を大きく削減できる可能性が示された． 



 
また，交差点に流入する車両間のコンフリクトを予測し，個別車両間で協調行動をとる手法につ
いても分析を行った．特に，制御対象車両の旅行時間のみを考慮した場合と周辺車両への影響を
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図１ テレワーク実施日数と通勤日の関係 
(a) 週 1 日通勤する場合 (b) 週 3 日通勤する場合 
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図２ オフィス勤務日数と活動時間の関係 
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図３ 自動運転タクシーサービスの需要予測分析結果 



考慮した場合との比較分析を行った．協調制御行動を選択する機械学習モデルを構築して分析
を行った結果，周辺車両への影響を考慮することの効果は大きくないことが示された． 
（５）より精緻な交通管理に資する交通移動体データの解析モデルの構築 
 将来の交通政策における重要な交通データであるプローブデータを用いた，様々な技術の買
発を行った．例えば，異なる交通手段間の競合関係の分析技術，潜在的交通需要の予測手法，非
負値テンソル因子分解による交通パターンの特徴把握技術（図７）などである． 
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図４ 自動運転車普及後の道路混雑 
（名古屋市周辺の幹線道路網） 図５ 自動運転車の形態別普及予測 

図６ 無信号交差点における自動運転車の協調制御シミュレーション 

(a) 交差点に同時進入する車両グループ (b) 協調制御効果（2400 台/時） 

図７ 非負値テンソル因子分解によるプローブデータを用いた交通パターン把握 
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